
Pickup

大学受験での挫折から、日本留学へ
「やりたいことは大学を卒業してから自分の力でやれ！」大学を中

退して日本に留学したいと切り出した時、父親から激しく叱られた
というトン・ヌ・イーニーさん。彼女はベトナム出身の留学生です。日
本語の上達は目覚ましく、9月のYMCA学院日本語科のスピーチ大
会で最優秀賞を受賞したほど。しかし、留学までには紆余曲折があ
りました。

アフリカで海外医療に携わるのが夢だったイーニーさん。高校では医大を
目指して猛勉強の日々でした。しかし、結果は不合格。進学したのは全く分野
の異なる経済大学でした。大学生活が次第に苦痛になり、日本への留学を考
え始めます。もともとイーニーさんにとって、日本はとても興味深い国でした。

「日本は『奇跡の復興』と言われる戦後復興を遂げました。ベトナムも大きな
戦争を経験しましたが、復興のスピードは日本の方がはるかに速かった。日本
の教育にも関心があります。国を形づくる要素として、もっと『日本人』を知り
たい。それには書物やインターネットでは不十分です。実際に生活しながら、
日本人のことを知りたいという願いを強く抱くようになりました」。

両親の猛反対で言い争いになることもしばしば。しかし、一年の説得の後、
ついに両親から留学を許されました。「留学は人生によい結果をもたらす。そ
れは家族にとってもいいことだと、最終的に両親は理解してくれました」。

日本の社会を見つめ続ける
YMCAに入学して1年半。授業が終わると、発達障がいの子どもたちが通う

施設でのボランティア、飲食店でのアルバイトなど、イーニーさんの毎日はフ
ル回転です。9月にはYMCAがアレンジした西日本豪雨災害のボランティアと
して広島県の坂町へ。家屋から土砂まみれになった家財道具を取り出す活動
に加わりました。「被災した人たちが繰り返し口にしていたのが『ありがとう』
という言葉。混乱のまっただ中にいる人たちが発する感謝の言葉が強く印象
に残りました。これは日本人の一つの特性なのかもしれない、と」。

ボランティアやアルバイト、道端でさりげなく交わす会話。日々の生活のす
べてから、イーニーさんは日本という国を知ろうとしています。「日本人は他人
に迷惑をかけないことに細心の注意を払います。よく言われる『日本人の本音
と建て前』に最初は戸惑いましたが、最近はそれも日本人の優しさだと思う
ようになりました。施設でのボランティアでは、教育の考え方を学ぶことがで
きます。ベトナムとの相違点は多いですね。飲食店のアルバイトでもそうです。
テーブルのセッティングでは、汚れたところはないか念入りにチェックします。
お冷のボトルの氷は欠かさない。しょうゆや塩の補充、おしぼりなど、細かい
チェック項目が質の高いサービスにつながっていることが分かりました」。

大好きな日本だから
大好きな日本の社会に、期待もあります。「アルバイト先で私の名札を見た

お客様から『外国人じゃなくて日本人のスタッフ呼んで！』と言われたことがあ
りました。日本語は完璧ではありませんが、私の説明をちゃんと聞いてくれた
ら分かるはずなのに、と悲しくなりました。日本の社会では、外国人と日本人
が区別され過ぎているようです。みんなが同じ『人間』だと思えるようになれ
ば、もっといい社会になるはずです」。日本での大学受験を控えたイーニーさ
ん。大学卒業後は日本で就職したいと考えるようになりました。努力家で笑顔
を絶やさないイーニーさんが、いつも自分に言い聞かせている言葉を教えて
くれました。「昨日より今日、今日より明日、自分はよくなっている」。

「日本はどうすれば海外の人から選ばれる国になれるか」。労働人口の急
激な減少によって、このような議論が活発になっています。イーニーさんの言
葉が「今日より明日、よくなっていく社会」について考えるヒントになるかもし
れません。
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ボールすくいに夢中！
みなみセンター
サザンフェスタ

体育英語幼児園
園児がテープカット
むさしフェスタ

「Trick or Treat!!」
こどもえいご

ハロウィンウィーク

YMCA学院スポーツデイYMCAこどもえいごスクールとの交流

YMCA学院日本語科2年生 トン・ヌ・イーニーさん



YMCA
年末募金

募金の方法

中学3年生
みなみセンター 水泳クラブ

星原 花音さん

5歳から水泳教室に通い始めました。参加費減
免制度※を利用していることを母から教えても
らったのは小学6年生の時。この制度がなけれ
ば、水泳を続けられていたか分かりません。支え
てくれた人たちに恩返しできるように、これから
も練習を頑張って結果を残したいと思います。

水泳クラブの仲間たちとYMCAの街頭募金に
参加したことがあります。世界の困っている人た
ちはもちろん、自分と同じ境遇の人も助けること
ができると知り、とてもうれしかったです。YMCA
で、「自分の行動一つで、世界の人たちを救うこ
とができる」と学びました。将来は率先してその
ような活動ができる大人になりたいです。
※参加費減免制度／ひとり親家庭などの理由で経済的な困

難を抱える子どもたちのYMCAプログラム参加費を補助
する制度。

東海大学1年生
野外活動ボランティアリーダー

美濃部 星矢さん

キャンプリーダーとして子どもたちに関わって
います。10月に開催された全国YMCAリーダー研
修会に参加しました。研修の中で、東日本大震災
の際に仙台をはじめとするYMCAがいち早く復
興支援を行ったという話を聞き、YMCAの一員と
してとてもうれしく感じました。復興支援といえ
ば、地 域で取り組むものと思っていましたが、
YMCAを通して世界の人が集まってボランティア
をしてくれる。今まで「地 域の人」だった私が、
YMCAのグローバルな活動にふれることで世界
に目を向けることができるようになりました。

私たちユースが参加する研修会の参加費は、
募金による補助を受けています。YMCAでの経験
を周囲に発信して、ユースリーダーを増やしてい
くことが自分にできる恩返しだと思っています。

東ティモールYMCA
ユースボランティア

アルバ・ダ・シルバさん

東ティモールYMCAは、子どもたちや若者、地
域の人々が、平和と愛に包まれた社会で暮らすこ
とを願い、子どもたちのサッカープログラム、幼
稚園、ユース育成、教育活動などを行っています。

まだ歴史が浅い中、日本のYMCAから資金的
な支援や研修の機会が与えられていることに感
謝します。熊本YMCAを訪問した際に学んだ熊本
地震の復興について自国で伝え、共に祈り、私た
ちにできる支援を考えたいと思います。国や文化
が違っても、互いに助け合う精神は共通です。

東ティモールは2002年に独立し、平均年齢が
19歳前後の若い国です。日本のYMCAを地域貢
献や教育を行う上でのモデルにして、若者や子
どもたちのためのよい活動を開発していくことが
目標です。
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こども・若者・国際協力

互いを認め、高め合う、前向きなネットワーク「ポジティブネット」の実現に向けて、
お寄せいただく募金を地域の希望や活力に変える働きを進めます。

YMCAは、出会いとつながりを大切に
これからも希望あるより豊かな社会をつくります。

こども 若者 国際
協力

災害復興支援国際協力活動

ボランティア
リーダーの育成

健康・福祉
支援

学生・留学生
の支援

募金の使途
こどもたち

の支援

YMCA年末募金
【期間】 2018年11月1日～2019年1月31日

募金方法・詳細はWebサイトでご確認ください。

熊本YMCA　年末募金

❶持参
お近くのYMCAに
お持ちください。

❷お振込み
郵便振替や銀行振込で受
け付けています。
お振込み先はWebサイト
をご確認ください。

❸街頭募金
県内各地で街頭募
金を実施します。

❹行事への参加
12月11日（火）に開催する市民クリスマスの益金は
熊本地震復興支援などに用いられます。（詳細は
4面） また、楽しみながら参加できるチャリティ
プログラムを1月に実施します 。

❺募金箱の設置
設置可能なお店や企業
等がありましたら、お申
し出ください。
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8月23日（木）から9月2日（日）までタイ・ユース
ワークキャンプに参加しました。そこで私が感じ
たことは二つあります。

一つ目は、なんでもやってみないと分からない、
ということです。初めは、不便な山岳民族の村に
行くことに不安がありました。しかし、現地で暮ら
す人々と交流してみると、言葉が分からなくても気
持ちが通じるし、同じ趣味を持つ同世代もたくさ
んいることも分かりました。

二つ目は、世界はとても広くて、まだまだ知らな

いことがたくさんあるんだ、ということです。キャ
ンプ中は人身売買や麻薬の密造について聞いた
りして、心が傷ついたこともありました。そのよう
な危険にさらされている同年代や年下の子どもた
ちがいると知りました。このキャンプに参加してい
なければ知りえなかったことがたくさんあります。
日本の高校生にもっとこのような体験をしてほし
いと思います。私は、学んだことを友だちや家族に
伝え、異文化理解に貢献していきたいです。

 熊本マリスト学園高等学校2年　後藤彩日
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タイで異文化理解　ユースワークキャンプ国際理解

今年度、熊本YMCAは熊本市エンゼル基金の助
成を受けて、0～3歳児の親子がいっしょに参加で
きる催し“子育て広場わいわい”を各センターで開
催しています。9月13日（木）は、特別プログラムと
して、YMCA学院グローバルコミュニケーション科
で学ぶ留学生（アジア系5カ国）と、0歳～3歳まで
の親子15組が中央センターで国際交流を行いま
した。若干日本語がたどたどしい学生たちと、言
葉がままならない子どもたちが、言葉を越えて楽
しいひと時を過ごしました。

留学生たちは、「遊びは練習どおりにできな
かったり、間違えたりしたこともあったが子どもた
ちのうれしそうな様子を見て、自分たちもうれし
かった」など、緊張しながらも子どもたちとの関わ
りを楽しんでくれました。参加した保護者の皆さ
んや学生たちから「またこのような交流の機会が
ほしい」という声が聴かれたことは、何よりもうれ
しい収穫でした。YMCAだからできる子育て支援
に今後も取り組んでいきたいと思います。

職員　西本愛

留学生と子どもたちが交流　世界のあそび子育て

熊本YMCA は2018年10月で創立70周年を迎え
ました。

10月8日（月・祝）、ホテルメルパルク熊本を会場
に、記念行事を開催。日本福音ルーテル大江教会
牧師の立野泰博さんによる礼拝に始まり、第2部
式典では、関係市町村の首長ら来賓から祝辞が
述べられました。これまでの活動や熊本地震支援
活動への感謝のほか、「娘がYMCAに通っていまし
た」「YMCAの街頭募金に参加したことがありま
す」などの思い出も語られました。第3部では、牧

師の関田寛雄さんが『寅さんとキリスト教～人生
の喜怒哀楽を巡って～』と題して講演。映画『男は
つらいよ』の寅さんこと寅次郎の人を助けようとす
る行動に重ねながらイエス・キリストの愛と奉仕
の業について語られました。（詳細は次号）

第4部の感謝会では、韓国、タイ、ミャンマーから
のゲストが紹介されると、大きな拍手が送られまし
た。最後はニューオリンズジャズハウンズの皆さん
による生演奏をバックに「熊本YMCAの歌」を合唱。
笑顔あふれる会となりました。 感謝会で海外ゲストと記念品の交換

ワークで窓を塗る参加者たち

地域と共に70年　記念行事を開催周年行事

YMCANews
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新たな希望を志に
2018年10月8日（月・祝）、多くの会員や国内

外のゲストの方々とともに、熊本YMCA創立70
周年を喜ぶ時が与えられましたことに、心から
感謝いたします。関田寛雄さんによる講演会
は、私たちYMCAに関わる人々が、愛を持って真
理を追究していくことがいかに大切であるかを
胸に刻む機会となりました。多くの皆様からの

祝福に感謝すると同時に、これまでの歴史の重
さと先人の志をかみしめ、新たな歴史への一
歩を踏み出す覚悟をいたしました。

1948年に熊本YMCAが誕生して70年。教育・
産業構造の変化、気候変動や生態系の危機、
人口減少や少子高齢化などの社会的課題が
複雑化しています。私たち熊本YMCAは、これま
でも地域が直面する課題に向き合い、様々な
活動を行ってまいりました。1995年より熊本
YMCAの全ての運動の指針となっている「熊本
YMCAの使命」をしっかりと実践できているか。
思いやり、誠実さ、尊敬心、責任感の心を育てる

「キャラクターディベロップメント」の模範とな
れるように努力しているか。YMCAに関わる

人々が、よりYMCAとの関係を深め、自身の賜
物を活かすことができる場となることを目指
す、「メンバーシップ・バイ・デザイン」を進める
ことができているか。多くのことを自らに問い
続けてきました。

そして、昨年度から、YMCAは新たなビジョン
を掲げています。「互いを認め合い、高め合う

『ポジティブネット』のある豊かな社会を創る」。
自身が「みつかる。つながる。よくなっていく。」
の体現者となれるように自覚を持つこと、激動
の時代である今も、熊本YMCAに連なるすべて
の人が未来に向かって歩む新たな希望が、神
様から与えられていることを忘れず、会員の皆
様とともに、5年先、10年先、そして100周年を
めざして前進していきます。

タ
岡総主事
ラン

トン

t a l a n t o n
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2018年度基本聖句

共に生きる社会　生涯学習の推進　ボランティア活動
地球環境の保全　ウエルネス活動　平和な世界

コロサイの信徒への手紙　3章14節
愛を身に着けなさい。
愛は、すべてを完成させるきずなです。

熊本YMCAの使命

□日 日時     □場 会場     □内 内容     □費 参加費     □定 定員     □条 参加条件     □持 持ち物     □対 対象      □催 主催     □締 締切     □申 申込     □問 問合せ    □他 その他

��月��日～��日 

日本YMCA大会は様々な分野で活躍する日本中のYMCAに連なる仲間たち
が、一堂に会する日本最大の大会です。グループワークを通した仲間との語り
合いの他、テーマ別セッションから新たな気づきを得て、自分がYMCAを通し
て実現できる夢や思いを描く3日間です。

つどえ東山荘に！ すべての“Y”がつながる日
第20回日本YMCA大会

学び
×
交流

□日 11月23日（金・祝）15:00～25日（日）13:00
□場 日本YMCA同盟国際青少年センターYMCA東山荘（静岡県御殿場市）
□対 YMCAに関わる全ての人　□費 30,000円（35歳以下20,000円）※交通費別
□問 熊本YMCA本部事務局　Tel 096-353-6397
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��月�日 Sunday

YMCAインターナショナル・チャリティーランは障がいのある子ども
たちもそうでない子どもたちも共に幸せに生きていける社会をめざし、全国で開
催されています。熊本での開催は3回目。今年も多くの皆さんの参加をお待ちして
おります。

インターナショナル・
チャリティーラン2018

走る
×

チャリティ

□日 12月9日（日）9:30～開会式（小雨決行）
□場 熊本県農業公園 カントリーパーク（熊本県合志市栄3802-4）
 種目／参加費  [1]個人ラン〈5km〉／1人3,000円   [2]ファミリーラン〈1km〉1家族（4
人まで）／1家族3,000円   [3]グループラン（たすきリレー）〈1km×5人〉／1チーム
10,000円   [4]グループラン（小学生タイムレース）〈1km×5人〉／1チーム3,000円   
※実施順ではありません
 参加資格 本大会の趣旨に賛同し、完
走完歩が可能な方（年齢制限や、男
女、障がいの制限はありません）
□催 熊本YMCA
□申 WEBサイトにて11
月30日（金）までにお
申し込みください。

��月��日 Tuesday

今年の市民クリスマスは、ゴスペル・シンガーソングライター
のMigiwaによるチャリティーコンサートを実施します。コンサートの益金
は、熊本地震復興支援活動などのために用いられます。

市民クリスマス2018
Migiwaチャリティーコンサート

チャリティ
×
音楽

□日 12月11日（火）18:30開場 19:00開演
 チケット 大人 1,500円／学生以下 1,000円 ※全席自由 未就学児無料
□催 市民クリスマス実行委員会　 チケット取扱 熊本YMCA各センター
 Migiwaプロフィール

クリスチャンの家庭に生まれ、幼少から教会に通い聖歌隊などで音楽
に親しむ。

2000年、アメリカで本場のゴスペルを聴
き感銘を受け、翌年から音楽活動を開始。
自身の不登校や引きこもりの経験を通し
生み出された楽曲や透き通る歌声で神様
の愛を伝え、多くの人に勇気と希望を与え
ている。2006年8月にアルバム「蟻と宇宙」
をリリース。ゴスペルCCM大賞アーティスト
オブザイヤー金賞を受賞。2011年、東日本
大震災の直後から東北に通い始める。今
なお定期的に被災地を訪れ、仮設住宅な
どでボランティアコンサートを続けている。


